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鉄 一ポ リエ チ レ ン の 配列を パ ラ メ
ー

タ に した

　　 中性子遮 蔽実験およびANISN 解析
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　　　　Analysis　 Using　 ANISN 　Code
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　使用済核燃料輸送容器 （以 下 キ ャ ス ク と言 う）の よ

うに 重量 や 寸法に 制限が あり， さらに ，キ ャ ス ク の 表

面で 200mrem ／h ， 表面か ら 1m の位置で 10　mrem
／h 以 下とい う規準が あ る場合，遮蔽体の 配列 や形状

を工 夫す る こ と に よ っ て ，で き るだ け効率 の 良 い 遮蔽

体系 を作り出す必要 が あ る 。 本報告 は 鉄一ポ リエ チ レ

ン の 配列をパ ラ メ
ー

タ に して 中性子線暈率 の 変化を調

べ ，ANISN コ ードで一
次元計算 したもの で あ る。

　実験は中性子源 として
252Cf

の 工8
μg を 用 い ，パ

ラ フ ィ ン 製の コ リメ
ー

タ を通 して コ リメ
ートした中性

子 を鉄 一ポ リ エ チ レ ン 体系 に 照 射 した。 遮蔽体系 の平

板全体 の 厚 さは 46c皿で一定 で あり，ポ リエ チ レ ン 平

板 （14c皿 ）の 位置 を変えるこ とに よ る中性子線量 率 の

変化 を調 べ た。甲 性…子線量 率測 定 eai 　StudsVik
社 2202D の 減速型 レ ム カ ウ ン タ ーを使用 した 。 そ し

て ，2202D 型 レ ム カ ウ ン ターに よ る 計数率（Counts
／s ）を記録 し，33Counts ／ s が lmrem ／hに相当

す る とい う換算係数を使 っ て線量率に 変換 した。二 次

ガ ン マ 線量 率 は ア ロ カ社の 電 離箱型 サーベ イ メ
ー

タ を

用 い た。

　実験結果 か らは厚 さ 14c 皿 の ポ リエ チ レ ン 平板の 位

置を移動す る こ と に よ っ て ，中性子線量率に お よ そ 5

倍の 変化が 見られ た。 ANISN に よ る計算 （球体系 モ

デ ル ）で は およ そ 10倍もの 変化が あ る こ と を示 した 。

実験 と計算で は かな り差違 が あるが ，い ずれ の 結果も

鉄
一

ポ ワエ チ レ ン 体系で は鉄層をで きるだけ厚 くし，
そ の 後方 （検出器寄り ）に ポ リエ チ レ ン を置 く配 列 が

優 れ た遮蔽効果を持 つ こ とが 分っ た 。

今後，MORSE − CG ，　 MCNP 等 の モ ン テ カ ル ロ

コ ードで 詳細な 解析 を 行な い た い 。

使 用 済核 燃 料輸送 船内の 線量率測定 と

モ ン テ カ ル ロ 分割結合計算に よる解析
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　使用済核燃料輸送船 の 放射線管理や 適切 な 遮蔽設計

の た め の 重要 な デ
ー

タで あ る 輸送船 の 線 量 率 分布 を

パ シ フ ィ ッ ク ス ワ ン 号 に よ る 実船実験 に よ り得 た 。 ま

た，モ ン テ カ ル ロ 分割結合法 に よ り遮 蔽計算を行 っ て

実験値 と比較 し，本計算法を こ の ような大型体系 に適

用 す る こ との 妥当牲を検討 した。

　測定時パ シ フ ィ ッ ク ス ワ ン に は，5 つ の 船倉に 13基
の キ ャ ス クが積載 さ れ て い たが ，線量率測定は第 3と

第 5船倉の ハ
ッ チ カバ ー

上で 行 っ た。中性子線量 率は

減衰型 レ ム カ ウ ン タ
ー，ガ ン マ 線量率は 電離箱 サーベ

イ メ
ー

タ を 用 い て 測定 した。キ ャ ス クは，TN − 12A

型 （乾式 ），EXCELLOX − 3B 型 （湿式 ） の 両者

が 用 い られたが
， 前者 の 表 面 及び 表面 か ら ユrn 離れた

位置 で の 詳 しい 線量率分布 も測定 した 。

　 そ の 結果，中性子 ，ガ ン マ 線とも船内キ ャ ス ク配 置

を 反 映した 分布を して い る こ とが 確 認 で き た 。 また
，

強度 は，例 え ば第 3船倉 ハ
ッ チ カ バ ー

上で は，中性子

ガ ン マ 線 と も，
0．4 〜0．8mrem ／h で あっ た 。

　とこ ろで ，モ ン テ カ ル ロ 分割結合法は，線源と検出

器 との 間 に仮 想 線源 を置き，こ れ を 線 源 と して 遮 蔽計算

を 行 う方法で あ る。この 方 法 で ，キ ャ ス ク表面を仮想

線源 と して ，MORSE − CG コ ードに よ り，ハ
ッ チカ

バ ー上の 中性子線量率を計算 した所 J 計算値実験値 の

比 は約 1．5以 内 とな っ た。こ れ は，大型遮蔽体系の 計

算 と して はか な りよ い 精度 で あ る 。 こ れ まで は，船体

構造 や 多数の キ ャ ス クの 配 置を含 め た精度の よ い 遮蔽

計算は困難で あっ たが，上 の 結果か ら，本計算法が ，

使用済核燃料輸送船の よ うな大型遮蔽体系 に 適用可能

で ある との 見通 しが得 られ た 。 な お ，ヒ ス ト リー一数

104 個 ， CPV 時間 300 分 （FACOM − M 　180． 検

出器 5 点あ た り ）の 計算労力で 得 られ た結果 の

誤 差 は 8 ％で あ っ た 。
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